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１
月

　

11
日　

第
１
回
議
会
運
営
委
員
会

　

16
日　

第
１
回
臨
時
会

議
会
活
動
報
告

 

快
適
な
生
活
環
境
の
た
め
に

�

下
水
道
接
続
を
！

 

明
る
い
選
挙
啓
発
ポ
ス
タ
ー

�

特
選
受
賞

　

選
挙
が
明
る
く
正
し
く
行
わ
れ
る
た
め

に
、
明
る
い
選
挙
を
呼
び
か
け
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
行
わ
れ
た
「
明
る
い
選
挙
啓

発
ポ
ス
タ
ー
募
集
事
業
」
の
岐
阜
県
審
査

に
お
い
て
、
谷
汲
小
学
校
５
年
生
の
岡お

か

本も
と

萌も
え

さ
ん
が
特
選
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

県
の
審
査
に
お
い
て
特
選
を
受
賞
さ
れ

た
作
品
は
、
岐
阜
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内

に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
他
、
同
審
査
に
お
い
て
次
の
方
が

入
選
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

谷
汲
小
学
校
１
年　

井い
の

上う
え　

裕ひ
ろ

斗と

さ
ん

谷
汲
小
学
校
４
年　

井い
の

上う
え　

遥は
る

斗と

さ
ん

谷
汲
小
学
校
６
年　

大お
お

野の　

み
な
み
さ
ん

谷
汲
中
学
校
３
年　

古こ

野の　

香か

寿す

美み

さ
ん

谷
汲
中
学
校
３
年　

河か
わ
い合　

翼
つ
ば
さ

さ
ん

　

受
賞
さ
れ
た
皆
さ
ん
、
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

◎
揖
斐
広
域
連
合
か
ら
の
お
知
ら
せ

 

快
適
な
生
活
環
境
の
た
め
に

�

下
水
道
接
続
を
！

 

揖
斐
広
域
連
合
老
人
福
祉
施
設

職
員（
看
護
師
）の
募
集
に
つ
い
て

　

揖
斐
広
域
連
合
で
は
、
次
の
と
お
り
職

員
を
募
集
し
ま
す
。

■
職
種　

看
護
師

■
募
集
人
員　

若
干
名

■�

応
募
資
格　

看
護
師
・
准
看
護
師
資
格

を
有
す
る
方
で
健
康
な
方

■
試
験　

作
文
・
面
接（
別
途
通
知
）

■
採
用　

４
月
１
日（
月
）

■
勤
務
時
間

　

日
勤　

８
時
30
分
～
17
時
15
分

　

遅
出　

９
時
～
17
時
45
分

■�

応
募
方
法　

履
歴
書（
市
販
の
用
紙
）に

必
要
事
項
を
記
入
し
て
、
該
当
す
る
資

格
免
許
等
の
写
し
を
添
え
て
３
月
１
日

（
金
）～
３
月
19
日（
火
）ま
で
に
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
尚
和
園
ま
で
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
採
用
時
に
は
、
健

康
診
断
書
の
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

１
月
16
日
に
第
１
回
臨
時
会
が
開
催

さ
れ
、
次
の
議
案
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

予
算
案
件

●
平
成
24
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

　

補
正
額

�

５
８
３
７
万
１
０
０
０
円
増
額

　

補
正
後
予
算
額

�

１
６
６
億
６
５
１
４
万
２
０
０
０
円

そ
の
他
の
案
件

●
工
事
請
負
契
約
の
締
結

　

ふ
じ
は
し
星
の
家
増
築
工
事

　

契
約
金
額�

２
億
８
５
６
０
万
円

●
工
事
請
負
契
約
の
締
結

　

ふ
じ
は
し
星
の
家
機
械
設
備
工
事

　

契
約
金
額�

８
４
０
０
万
円

●
土
地
の
取
得

　

揖
斐
川
右
岸
地
区
農
業
集
落
排
水
事

業
用
地
と
し
て
取
得
す
る
こ
と
が
議
決

さ
れ
ま
し
た
。

　

所
在
地　

�

揖
斐
川
町
上
東
野
字
海
道

前
１
９
７
番
地

　

面
積　

５
６
９
７
平
方
メ
ー
ト
ル

　

取
得
価
格　

６
２
６
６
万
７
０
０
０
円

議
会
だ
よ
り
臨
時
会

▲ 岡本　萌さんの作品

▲ 岡本　萌さん（右）と谷汲小学校柘
つ

植
げ

英
えい

次
じ

校長
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【
お
問
い
合
せ
先
】

　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
尚
和
園

　

℡
２
３

－

１
０
０
０

 

快
適
な
生
活
環
境
の
た
め
に

�
下
水
道
接
続
を
！

 

揖
斐
広
域
連
合
老
人
福
祉
施
設

日
日
雇
用
職
員
の
募
集
に
つ
い
て

　

揖
斐
広
域
連
合
で
は
、
次
の
と
お
り
日

日
雇
用
職
員（
介
護
員
）を
募
集
し
ま
す
。

■
職
種　

介
護
員

■
募
集
人
員　

若
干
名

■�

応
募
資
格　

高
校
卒
業
以
上
、
２
級
ヘ

ル
パ
ー
の
資
格
を
有
す
る（
取
得
見
込

み
可
）方

■
試
験　

面
接（
別
途
通
知
）

■
採
用　

４
月
１
日（
月
）

■�

勤
務
時
間　

夜
勤
・
日
勤
・
早
出
・
遅

出
の
シ
フ
ト
制

■�

応
募
方
法　

履
歴
書（
市
販
の
用
紙
）に

必
要
事
項
を
記
入
し
て
、
該
当
す
る
資

格
免
許
等
の
写
し
を
添
え
て
３
月
１
日

（
金
）～
３
月
19
日（
火
）ま
で
に
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
尚
和
園
ま
で
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
せ
先
】

　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
尚
和
園

　

℡
２
３

－

１
０
０
０

 

快
適
な
生
活
環
境
の
た
め
に

�

下
水
道
接
続
を
！

 

国
民
年
金
保
険
料
の
納
め
忘
れ

は
あ
り
ま
せ
ん
か
！

　

国
民
年
金
は
、
老
後
の
生
活
や
障
害
、

死
亡
な
ど
、
も
し
も
の
時
に
あ
な
た
の
大

き
な
支
え
と
な
り
ま
す
。
保
険
料
の
納
め

忘
れ
が
続
く
と
、
将
来
の
年
金
を
受
け
取

る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
ば
か
り
か
、
障

害
年
金
や
遺
族
年
金
を
受
け
取
れ
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
。

　

も
し
も
の
時
に
後
悔
す
る
こ
と
の
な
い

よ
う
、
保
険
料
は
必
ず
期
限
内
に
納
め
ま

し
ょ
う
。（
納
期
は
翌
月
末
で
す
。
納
期

か
ら
２
年
を
経
過
す
る
と
時
効
に
よ
り
納

め
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。）

◎
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
と
き
は

　

国
民
年
金
に
は
、保
険
料
納
付
が
免
除

さ
れ
る
制
度
や
猶
予
さ
れ
る
制
度
が
あ
り

ま
す
。納
付
が
困
難
な
方
は
市
町
村
の
国
民

年
金
窓
口
で
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

※
学
生
の
方
は「
学
生
納
付
特
例
制
度
」

　

学
生
の
方
で
本
人
の
前
年
所
得（
１
月

か
ら
３
月
ま
で
に
申
請
さ
れ
る
場
合
は

前
々
年
所
得
）が
一
定
額
以
下
の
場
合
に

は
、
申
請
に
よ
り
保
険
料
の
納
付
が
猶
予

さ
れ
ま
す
。

※�

30
歳
未
満
の
方
は「
若
年
者
納
付
猶
予
制
度
」

　

30
歳
未
満
の
方
で
本
人
・
配
偶
者
の
前

年
所
得（
１
月
か
ら
６
月
ま
で
に
申
請
さ

れ
る
場
合
は
前
々
年
所
得
）が
一
定
額
以

下
の
場
合
に
は
、
申
請
に
よ
り
保
険
料
の

納
付
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。

※�

納
付
が
困
難
な
と
き
は「
保
険
料
免
除
制
度
」

　

本
人
・
世
帯
主
・
配
偶
者
の
前
年
所
得

（
１
月
か
ら
６
月
ま
で
に
申
請
さ
れ
る
場

合
は
前
々
年
所
得
）
が
一
定
額
以
下
の
場

合
に
は
、
申
請
に
よ
り
保
険
料
の
納
付
が

全
額
免
除
ま
た
は
一
部
納
付（
４
分
の
３
、

２
分
の
１
、４
分
の
１
）
に
な
り
ま
す
。

　

保
険
料
免
除
な
ど
の
承
認
さ
れ
た
期
間

（
多
段
階
免
除
承
認
期
間
に
お
い
て
一
部

納
付
が
な
い
期
間
は
除
か
れ
ま
す
。）は
、

老
後
に
年
金
を
受
け
取
る
た
め
の
資
格
期

間
に
含
ま
れ
る
だ
け
で
な
く
、
万
一
の
時

に
、
障
害
基
礎
年
金
や
遺
族
基
礎
年
金
を

受
け
取
る
資
格
期
間
に
も
含
ま
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
失
業
さ
れ
た
方
は
、
離
職
票
や

雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
等
を
添
付
す
れ

ば
、
前
年
の
所
得
に
関
係
な
く
免
除
さ
れ

る
特
例
も
あ
り
ま
す
の
で
、
お
近
く
の
年

金
事
務
所
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

 

国
民
年
金
種
別
変
更

　

国
民
年
金
制
度
で
は
、
国
内
に
居
住
す

る
20
歳
以
上
60
歳
未
満
ま
で
の
す
べ
て
の

方
に
、加
入
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

国
民
年
金
の
加
入
種
別
は
、
次
の
３
種
類

に
分
か
れ
て
お
り
、
届
出
は
加
入
時
だ
け

で
な
く
、
種
別
が
変
わ
っ
た
と
き
に
も
必

要
で
す
。

　

種
別
変
更
の
届
出
を
忘
れ
る
と
、
年
金

が
受
け
取
れ
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
手

続
き
は
、
年
金
手
帳
を
添
え
て
、
そ
の
都

度
忘
れ
ず
に
行
い
ま
し
ょ
う
。

○
国
民
年
金
の
加
入
種
別

《
第
１
号
被
保
険
者
》

　

自
営
業
や
農
業
・
漁
業
の
方
と
そ
の
配

偶
者
、
20
歳
以
上
の
学
生
、
フ
リ
ー
タ
ー

の
方
等
が
対
象
と
な
り
、
加
入
や
種
別
変

更
の
手
続
き
は
、
市
町
村
役
場
の
国
民
年

金
担
当
窓
口
で
行
い
ま
す
。

《
第
２
号
被
保
険
者
》

　

会
社
や
官
公
庁
に
お
勤
め
の
方
な
ど
、

厚
生
年
金
や
共
済
組
合
に
加
入
し
て
い
る

方
が
対
象
に
な
り
ま
す
。加
入
手
続
き
は
、

会
社
や
官
公
庁
が
行
い
ま
す
。

《
第
３
号
被
保
険
者
》

　

国
民
年
金
の
第
２
号
被
保
険
者
に
扶
養

さ
れ
て
い
る
配
偶
者
の
方
が
対
象
と
な

り
、
届
出
は
、
配
偶
者
の
勤
務
先
を
通
じ

て
行
い
ま
す
。

○
種
別
変
更
と
な
る
ケ
ー
ス

《
第
１
号
被
保
険
者
と
な
る
ケ
ー
ス
》

　

第
２
号
被
保
険
者
が
退
職
さ
れ
る
と
第

１
号
被
保
険
者（
第
３
号
被
保
険
者
に
な

る
場
合
は
除
く
。）と
な
り
ま
す
。
ま
た
、

そ
の
方
に
扶
養
さ
れ
て
い
た
第
３
号
被
保

険
者
が
い
る
場
合
、
そ
の
方
も
第
１
号
被

保
険
者
に
な
り
ま
す
。

《
第
２
号
被
保
険
者
に
な
る
ケ
ー
ス
》

　

第
１
号
被
保
険
者
又
は
第
３
号
被
保
険

者
が
就
職
し
て
厚
生
年
金
等
に
加
入
す
る

と
第
２
号
被
保
険
者
に
な
り
ま
す
。

《
第
３
号
被
保
険
者
に
な
る
ケ
ー
ス
》

　

会
社
等
を
退
職
し
て
厚
生
年
金
等
に
加

入
さ
れ
て
い
る
方
の
被
扶
養
配
偶
者
に
な
る

方
な
ど
が
第
３
号
被
保
険
者
に
な
り
ま
す
。

【
お
問
い
合
せ
先
】

　

日
本
年
金
機
構　

大
垣
年
金
事
務
所

　

℡
０
５
８
４

－

７
８

－

５
１
６
６

　

揖
斐
川
町
役
場　

住
民
課

　

℡
２
２

－

２
１
１
１（
内
線
２
１
１
）
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国
民
健
康
保
険
の
届
出
の
お
願
い

　

３
月
、
４
月
は
就
職
や
引
越
し
な
ど
が

多
い
時
期
で
す
。
次
の
よ
う
な
と
き
は
、

国
民
健
康
保
険
の
届
出
を
お
願
い
し
ま

す
。

◎�

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
方

が
、
就
職
な
ど
に
よ
り
、
会
社
の
健
康

保
険
に
加
入
し
た
と
き
、
ま
た
は
会
社

の
健
康
保
険
の
被
扶
養
者
に
な
っ
た
と

き
《
必
要
な
も
の
》

 

・�

会
社
の
健
康
保
険
証
、
ま
た
は
会
社
の

健
康
保
険
に
加
入
し
た
こ
と
を
証
明

す
る
書
類

 

・
国
民
健
康
保
険
の
保
険
証

 

・
印
鑑

◎�

会
社
を
退
職
し
、
国
民
健
康
保
険
に
加

入
す
る
と
き

《
必
要
な
も
の
》

 

・�

職
場
の
健
康
保
険
を
や
め
た
こ
と
が
分

か
る
書
類（
資
格
喪
失
連
絡
票
、
離
職

証
明
書
な
ど
）

 

・
印
鑑

◎
他
の
市
区
町
村
か
ら
転
入
す
る
と
き

《
必
要
な
も
の
》

 

・
転
出
証
明
書

 

・
印
鑑

◎
他
の
市
区
町
村
に
転
出
す
る
と
き

《
必
要
な
も
の
》

 

・
国
民
健
康
保
険
の
保
険
証

 

・
印
鑑

※�

転
入
・
転
出
の
場
合
は
本
人
確
認
の
で

き
る
書
類（
免
許
証
な
ど
、
公
的
機
関

が
発
行
し
た
写
真
付
き
の
も
の
）が
必

要
で
す
。

◎�

修
学
の
た
め
家
族
と
離
れ
、
別
に
住
所

を
定
め
る
と
き

《
必
要
な
も
の
》

 

・
国
民
健
康
保
険
の
保
険
証

 

・
学
生
証
ま
た
は
在
学
証
明
書

 

・
印
鑑

※�

住
民
票
を
異
動
さ
せ
な
い
と
き
は
、
届

出
不
要
で
す
。

【
お
問
い
合
せ
先
】

　

揖
斐
川
町
役
場　

住
民
課

　

℡
２
２

－

２
１
１
１（
内
線
２
１
５
）

 

町
営
住
宅
入
居
者
募
集

　

町
営
住
宅
の
入
居
者
を
次
の
と
お
り
募

集
し
ま
す
。

①
緑
ヶ
丘
住
宅　

１
戸

　

・
住
所　

揖
斐
川
町
和
田
３
８
６

　

・
建
設
年
度　

昭
和
61
年
度

　

・
中
層
耐
火
構
造
３
階
建　

３
Ｄ
Ｋ

　

・
駐
車
場　

１
台

　

・
家
賃　

１
６
４
０
０
円
～

　

・
そ
の
他

　
　

�

浴
槽
、
風
呂
が
ま
は
、
入
居
者
の
持

ち
込
み
に
な
り
ま
す
。

②
川
上
住
宅　

１
戸

　

・
住
所　

揖
斐
川
町
坂
内
川
上

　

・
建
設
年
度　

平
成
11
年
度

　

・
木
造
２
階
建　

３
Ｌ
Ｄ
Ｋ

　

・
駐
車
場　

１
台

　

・
家
賃　

２
２
２
０
０
円
～

■
敷
金　

家
賃
の
３
か
月
分

■
入
居
条
件

 

・�

市
町
村
民
税
お
よ
び
こ
れ
に
準
ず
る
納

付
金
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と
。

 

・�

現
在
同
居
、
ま
た
は
同
居
し
よ
う
と
す

る
親
族（
婚
約
者
含
む
）が
あ
る
こ
と
。

 

・�

家
賃
の
他
に
共
益
費（
上
下
水
の
使
用

料
・
共
用
部
分
の
電
気
料
な
ど
）
が
必

要
で
す
。

 

・
所
得
条
件
あ
り

※�

詳
し
く
は
窓
口
に
て
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

■
募
集
期
間
　

　

３
月
１
日（
金
）～
３
月
15
日（
金
）

■
入
居
予
定
日
　
４
月
下
旬
を
予
定

【
お
問
い
合
せ
先
】

　

揖
斐
川
町
役
場　

建
設
課

　

℡
２
２

－

２
１
１
１（
内
線
３
１
３
）

 

快
適
な
生
活
環
境
の
た
め
に

�

下
水
道
接
続
を
！

 

小
・
中
学
校
の
就
学
援
助
制
度

に
つ
い
て

　

小
中
学
校
に
通
う
子
ど
も
の
就
学
に
必

要
な
費
用
に
つ
い
て
、
援
助
を
希
望
す
る

保
護
者
の
方
に
、
町
で
は
学
校
給
食
費
や

学
用
品
等
の
一
部
を
支
援
す
る
制
度
を
設

け
て
い
ま
す
。

■�

対
象　

町
立
小
中
学
校
に
在
籍
し
て
い

る
児
童
生
徒
の
保
護
者
で
、
次
の
各
項

の
い
ず
れ
か
に
該
当
し
、
教
育
委
員
会

が
援
助
が
必
要
で
あ
る
と
認
定
し
た

方
。

　

①
町
民
税
が
非
課
税
と
な
っ
た
世
帯

　

②�

児
童
扶
養
手
当
の
支
給
を
受
け
た
世

帯

　

③�

保
護
者
の
職
業
が
不
安
定
で
生
活
状

態
が
悪
い
と
認
め
ら
れ
る
世
帯
等

■
お
申
し
込
み

　

�

子
ど
も
の
通
う
小
中
学
校
へ
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
せ
先
】

　

教
育
委
員
会　

学
校
教
育
課

　

℡
２
２

－

２
１
１
１（
内
線
４
５
１
）

 

快
適
な
生
活
環
境
の
た
め
に

�

下
水
道
接
続
を
！

 

揖
斐
川
町
地
域
福
祉
計
画
策
定

委
員
を
募
集
し
ま
す

　

揖
斐
川
町
で
は
、
現
在
推
進
し
て
い
る

「
揖
斐
川
町
地
域
福
祉
計
画
」
が
終
了
を

迎
え
ま
す
の
で
、
第
二
次
地
域
福
祉
計
画

の
策
定
を
行
い
ま
す
。

　

住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
生
き
生

き
と
暮
ら
せ
る
地
域
社
会
の
実
現
に
向
け

て
今
後
ど
の
よ
う
に
推
進
す
る
と
よ
い

か
、
意
見
を
い
た
だ
け
る
策
定
委
員
を
募

集
し
ま
す
。

　
「
揖
斐
川
町
地
域
福
祉
計
画
」
の
策
定

に
つ
い
て
は
、
学
識
経
験
者
や
福
祉
関
係

団
体
の
代
表
者
な
ど
か
ら
な
る
策
定
委
員

会
（
20
名
以
内
）
を
設
置
し
ま
す
。

※�

揖
斐
川
町
社
会
福
祉
協
議
会
が
策
定
す

る
「
揖
斐
川
町
地
域
福
祉
活
動
計
画
」

の
策
定
委
員
も
兼
ね
て
い
た
だ
き
ま

す
。

■
募
集
人
数　

１
名
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■�

応
募
資
格　

揖
斐
川
町
の
ま
ち
づ
く
り

に
関
心
の
あ
る
18
歳
以
上
の
町
内
在
住

者
で
策
定
委
員
会
に
出
席
で
き
る
方

　
（�

年
２
～
３
回
開
催
・
平
日
の
午
後
を

予
定
し
て
い
ま
す
。）

■�

応
募
方
法　
「
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い

て
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
、
８
０
０
字
以

内
に
ま
と
め
た
レ
ポ
ー
ト
を
３
月
21
日

（
木
）ま
で
に
揖
斐
川
町
役
場　

社
会
福

祉
課
ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
様
式

は
問
い
ま
せ
ん
。（
審
査
に
よ
り
決
定

し
ま
す
。）

■�

委
嘱
期
間　

平
成
25
年
４
月
か
ら
平
成

27
年
３
月
を
予
定

【
お
問
い
合
せ
先
】

　

揖
斐
川
町
役
場　

社
会
福
祉
課

　

℡
２
２

－

２
１
１
１（
内
線
２
３
１
）

 

介
護
予
防
教
室
「
地
域
の
声
」

　

揖
斐
川
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で

は
、
地
域
が
元
気
に
な
れ
る
こ
と
を
願
っ

て
、
各
地
で
介
護
予
防
教
室
を
支
援
し
て

い
ま
す
。
溝
尻
・
大
門
地
区
の
「
地
域
の

声
」
を
紹
介
し
ま
す
。

　

溝
尻
・
大
門
地
区
で
は
、
地
域
主
権
・

地
域
協
働
時
代
の
企
画
を
と
、
昨
年
の
７

月
か
ら
「
高
齢
者
の
た
め
の
健
康
講
座
」

を
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
町
に
講
師
の
派

遣
を
要
請
し
、
会
員
さ
ん
ら
へ
の
呼
び
か

け
を
し
ま
し
た
。

　

熱
中
症
・
歯
の
健
口
・
転
倒
予
防
体
操

な
ど
関
心
が
あ
り
そ
う
な
内
容
に
し
た
つ

も
り
で
す
が
、
講
座
当
日
会
場
で
待
つ
気

持
ち
は
…
。
そ
こ
へ
、「
こ
ん
に
ち
は
」。

そ
の
声
に
ホ
ッ
と
し
、
次
々
に
や
っ
て
く

る
人
た
ち
を
見
て
、「
や
っ
て
よ
か
っ
た
」。

　

新
企
画
に
は
ま
ず
、
興
味
を
持
っ
て
も

ら
う
こ
と
か
ら
、
と
考
え
て
い
ま
す
。
こ

の
試
み
で
は
「
地
域
力
」
の
現
実
を
垣
間

見
る
こ
と
も
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も

地
域
力
の
充
実
策
を
考
え
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

各
地
域
で
介
護
予
防
教
室
の
ご
希
望
が

あ
り
ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に
ご
連
絡
、
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
せ
先
】

　

揖
斐
川
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

℡
２
３

－

１
３
４
１

 

介
護
予
防
事
業

　

『
基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
』

�

送
付
の
お
知
ら
せ

　

介
護
予
防
事
業
は
、
ご
存
知
で
す
か
。

　

揖
斐
川
町
で
は
、
元
気
に
過
ご
し
て
い

た
だ
く
た
め
に
、
皆
様
の
生
活
状
況
を

チ
ェ
ッ
ク
す
る
「
基
本
チ
ェ
ッ
ク
」
表
を

65
歳
以
上
の
方
に
郵
送
し
ま
す
。

　

こ
の
調
査
の
内
容
は
、「
運
動
」「
栄
養
」

「
口
腔
」「
閉
じ
こ
も
り
」「
う
つ
」
な
ど

の
、
介
護
予
防
に
必
要
な
項
目
が
わ
か
り

ま
す
。

　

平
成
24
年
度
の
調
査
票
の
回
収
は
、

　

65
歳
以
上
対
象
者　

６
０
０
０
人

　

調
査
票
回
答
者
数　

約
５
０
０
０
人

　

そ
の
う
ち
、
生
活
機
能
の
低
下
が
心
配

さ
れ
る
方
は
、
９
０
０
人（
約
２
割
）で
し

た
。
こ
の
２
割
の
方
は
特
に
、
介
護
予
防

を
意
識
し
な
が
ら
生
活
し
て
い
た
だ
く
こ

と
が
、
と
て
も
大
切
で
す
。

　

ま
た
、
今
は
生
活
に
支
障
を
感
じ
な
い

方
々
も
、
介
護
の
必
要
が
な
い
生
活
を
よ

り
意
識
し
て
い
た
だ
け
る
調
査
で
す
。

　

３
月
初
旬
に
個
別
郵
送
さ
れ
ま
す
の

で
、
忘
れ
な
い
よ
う
に
、
期
日
ま
で
に
返

送
し
て
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
せ
先
】

　

揖
斐
川
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

℡
２
３

－

１
３
４
１

 

農
地
で
の
野
焼
き
に
つ
い
て

　

こ
れ
か
ら
の
時
期
、
果
樹
等
の
落
ち
葉

や
剪
定
し
た
枝
等
を
野
焼
き
す
る
農
家
の

方
々
が
増
え
て
き
ま
す
。
野
焼
き
は
、
農

業
を
営
む
う
え
で
や
む
を
得
な
い
場
合
に

限
り
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
次
の
点
に

十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

①�

農
地
の
近
く
に
民
家
が
あ
る
場
合
は
、

風
向
き
が
民
家
の
ほ
う
で
な
い
こ
と
を

確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

②�

主
要
道
路
に
面
し
て
い
る
農
地
で
は
、

煙
に
よ
っ
て
通
行
の
妨
げ
と
な
ら
な
い

よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

③�

火
は
と
て
も
危
険
な
も
の
で
す
の
で
、

野
焼
き
を
し
て
い
る
と
き
は
必
ず
近
く

に
い
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

④�

田
ん
ぼ
で
焼
却
で
き
る
も
の
は
農
業
活

動
で
生
じ
た
も
の
だ
け
で
す
。
肥
料
の

袋
や
家
庭
で
発
生
し
た
ゴ
ミ
な
ど
を
持

ち
込
ん
で
焼
却
す
る
こ
と
は
し
な
い
で

く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
せ
先
】

　

揖
斐
川
町
役
場　

農
林
振
興
課

　
　
　
　
　
　
　
　

生
活
環
境
課

　

℡
２
２

－

２
１
１
１

 

快
適
な
生
活
環
境
の
た
め
に

�

下
水
道
接
続
を
！

 

い
ら
な
く
な
っ
た
家
電
は
、
正

し
く
リ
ユ
ー
ス
、
リ
サ
イ
ク
ル

　

新
し
い
家
電
が
ど
ん
ど
ん
生
み
出
さ

れ
、
便
利
に
な
る
私
た
ち
の
生
活
の
一
方

▲ 介護予防教室の様子
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で
、
毎
日
多
く
の
古
い
家
電
は
、
国
内
外

で
深
刻
な
環
境
汚
染
や
健
康
被
害
を
引
き

起
こ
し
て
い
ま
す
。
長
年
愛
用
し
た
家
電

だ
か
ら
こ
そ
、
最
後
ま
で
責
任
を
持
っ
て

処
分
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
不
用
品
回
収
業
者
に
安
易
に
渡
さ
な
い

　
「
無
料
回
収
」
を
ス
ピ
ー
カ
ー
な
ど
で

う
た
い
家
電
を
回
収
す
る
業
者
の
多
く
は

違
法（
無
許
可
営
業
）で
す
。

　

回
収
し
た
家
電
か
ら
価
値
の
あ
る
部
分

だ
け
を
取
り
出
し
て
残
り
を
不
法
投
棄
し

た
り
、
海
外
へ
売
却
す
る
な
ど
、
適
正
に

処
理
し
て
い
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
ト
ラ
ッ
ク
へ
積
ん
だ
後
に
高
額

な
料
金
を
請
求
す
る
な
ど
の
ト
ラ
ブ
ル
も

起
き
て
い
ま
す
の
で
、
注
意
し
て
く
だ
さ

い
。

【
お
問
い
合
せ
先
】

　

揖
斐
川
町
役
場　

生
活
環
境
課

　

℡
２
２

－

２
１
１
１（
内
線
２
２
２
）

 

（
公
社
）揖
斐
川
町
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
平
成
25
年
度
会
員

募
集
の
お
知
ら
せ

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は
、
定
年
退

職
者
等
で
60
歳
以
上
の
働
く
意
欲
の
あ
る

方
が
会
員
と
な
り
、
自
身
の
経
験
と
知
識

を
生
か
し
セ
ン
タ
ー
か
ら
提
供
さ
れ
た
業

務
に
就
業
し
、
社
会
参
加
を
す
る
中
で
生

き
が
い
の
充
実
を
は
か
り
、
ひ
い
て
は
活

力
あ
る
地
域
社
会
づ
く
り
に
寄
与
す
る
こ

と
を
目
的
と
す
る
法
人
で
す
。

　

当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
平
成
25
年
度
の
会

員
を
次
の
日
程
で
募
集
し
ま
す
。
是
非
ご

来
場
く
だ
さ
い
。

　

尚
、
年
会
費（
２
千
円
）が
必
要
と
な
り

ま
す
。
又
現
在
会
員
の
方
も
更
新
手
続
き

が
必
要
で
す
の
で
ご
来
場
く
だ
さ
い
。
当

日
都
合
の
悪
い
方
は
、
ど
の
会
場
で
も
結

構
で
す
。

■
事
業
お
よ
び
入
会
説
明
会

①�

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

（
研
修
）

②
安
全
就
業
の
た
め
に（
研
修
）

③
登
録
項
目
の
確
認（
面
談
）

■
予
定
時
間　

２
時
間
30
分
程
度

　

�

受
付
は
、
30
分
前
か
ら
開
始
し
ま
す
の

で
時
間
迄
に
受
付
を
終
了
し
て
く
だ
さ

い
。

　

途
中
で
の
入
退
場
は
で
き
ま
せ
ん
。

【
お
問
い
合
せ
先
】

　
（
公
社
）揖
斐
川
町
シ
ル
バ
ー

�

人
材
セ
ン
タ
ー

　

℡
２
３

－

０
９
０
７

 

快
適
な
生
活
環
境
の
た
め
に

�

下
水
道
接
続
を
！

 

「
揖
斐
川
町
手
を
つ
な
ぐ
親
の
会
」

お
楽
し
み
会
の
開
催
に
つ
い
て

　
「
揖
斐
川
町
手
を
つ
な
ぐ
親
の
会
」
で

は
、
お
楽
し
み
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

岐
阜
県
音
楽
療
法
士
の
光み

つ

嶋し
ま

康や
す

子こ

さ
ん

を
講
師
に
お
迎
え
し
、
音
楽
あ
り
、
ク
イ

ズ
あ
り
、
お
弁
当
を
食
べ
な
が
ら
楽
し
く

過
ご
し
ま
す
。

　

会
員
以
外
の
方
も
歓
迎
し
ま
す
。
ぜ
ひ

一
度
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

３
月
24
日（
日
）10
時
30
分
よ
り

■
場
所　

揖
斐
公
民
館

�

（
揖
斐
川
町
三
輪
４
４
３
番
地
）

■�
参
加
費　

会
員
以
外
の
方
は
、
お
弁
当

代
と
し
て
７
０
０
円
必
要
で
す

■
申
込
期
限　

３
月
10
日（
日
）

【
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
せ
先
】

　

揖
斐
川
町
手
を
つ
な
ぐ
親
の
会

　

代
表　

牧ま
き

村む
ら

光み
つ

子こ

　

℡
２
２

－

５
０
６
７

 

快
適
な
生
活
環
境
の
た
め
に

�

下
水
道
接
続
を
！

 

岐
阜
県
パ
ー
ソ
ナ
ル
・
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
の
無
料
相
談
に
つ
い
て

　

岐
阜
県
パ
ー
ソ
ナ
ル
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
で
は
、生
活
や
就
労
等
に
関
し
て
様
々

な
課
題
を
抱
え
、
安
定
し
た
生
活
を
送
る

こ
と
が
困
難
な
方
な
ど
を
対
象
に
、
専
門

の
相
談
員（
パ
ー
ソ
ナ
ル
サ
ポ
ー
タ
ー
）が
、

相
談
者
の
課
題
を
包
括
的
に
捉
え
、
各

種
支
援
制
度
の
調
整
・
調
達
な
ど
の
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
ト
や
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
等
を
通

じ
て
、
相
談
者
に
一
貫
し
て
寄
り
添
い
、

横
断
的
・
継
続
的
な
支
援
を
行
い
ま
す
。

　
「
ど
こ
に
相
談
し
て
い
い
の
か
、
分
か

ら
な
い
」
と
い
っ
た
悩
み
や
複
雑
に
絡
み

合
っ
た
生
活
課
題
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　

た
と
え
ば
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
悩
ん
で

い
る
、
ま
わ
り
の
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
で
悩
ん
で
い
る
、
仕
事
が
み
つ
か

ら
な
く
て
困
っ
て
い
る
、
家
族
の
問
題
・

家
族
間
の
問
題
で
悩
ん
で
い
る
、
住
む
家

が
な
く
て
困
っ
て
い
る
、
多
重
債
務
で

困
っ
て
い
る
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
開
設
場
所
・
時
間
】

○
揖
斐
川
相
談
室

　

毎
週
月
曜
日　

13
時
か
ら
17
時

　

揖
斐
川
町
福
祉
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー

�

２
階
会
議
室

○
岐
阜
本
所

　

月
曜
日
～
土
曜
日　

９
時
～
18
時

　

岐
阜
市
橋
本
町
１

－

10

－

１

　

ア
ク
テ
ィ
ブ
Ｇ
２
階

会 員 登 録 会 の 日 程
日にち 時　間 対 象 地 区 場　　所

3月  5 日（火）   9 時 30分13時 30分
中央、美束
六合 春日基幹集落センター

3月  6 日（水）   9 時 30分13時 30分
長瀬、岐礼、高科
名礼、深坂、横蔵、徳積、大洞 谷汲文化会館

3月  8 日（金） 10時 00分 藤橋 藤橋公民館

3月 11日（月）   9 時 30分13時 30分
坂内坂本、坂内諸家
坂内広瀬、坂内川上 坂内振興事務所　２階

3月 12日（火）   9 時 30分13時 30分
東津汲、西津汲、日坂
小津、公正地区 久瀬公民館　２階

3月 14日（木）
3月 15日（金）
3月 18日（月）
3月 19日（火）

  9 時 30分
  9 時 30 分
  9 時 30 分
  9 時 30 分

揖斐、 永
北方
小島
大和、清水

福祉総合支援センター
（２階第１会議室）

3月 23日（土）   9 時 30分 全地区 福祉総合支援センター
（２階第１会議室）
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こ
の
度
、
次
の
方
が
長
寿
者
褒
賞
を

受
け
ら
れ
、
長
寿
の
お
祝
い
と
褒
賞
金

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

瀬せ

川が
わ　

き
み
を
さ
ん（
上
ミ
野
）

�
１
月
７
日（
月
）　

95
歳　

　

鳥と
り
居い　

弥や

助す
け
さ
ん（
北
方
）

�

１
月
25
日（
金
）　

95
歳

　

小お

川が
わ　

ふ
じ
子こ

さ
ん（
三
輪
）

�

１
月
29
日（
火
）　

95
歳

　

若わ
か

原は
ら　

ま
さ
子こ

さ
ん（
上
南
方
）

�

１
月
30
日（
水
）　

95
歳

　

新に
い

川か
わ　

卓た
く

二じ

さ
ん（
新
宮
）

�

１
月
30
日（
水
）　

95
歳

　

皆
さ
ん
、
こ
れ
か
ら
も
お
元
気
で
長

生
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
揖
斐
川
町
役
場
へ

　

１
月
23
日
（
水
）、
故
髙た

か
は
し

正
し
ょ
う

壽じ
ゅ

さ
ん

の
ご
遺
志
と
し
て
、
髙た

か
は
し

紀き

久く

子こ

さ
ん
よ

り
、
教
育
振
興
の
た
め
に
と
寄
附
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

◇
揖
斐
川
尚
和
園
へ

　

ハ
ッ
ピ
ー
21
さ
ん

（
代
表　

一い
ち
の
せ瀬

喜き

美み

子こ

さ
ん
）

　

雑
巾

　

牧ま
き

村む
ら

三み
つ

男お

さ
ん（
北
方
）

　

小
松
菜
、
ほ
う
れ
ん
そ
う
等

○
西
濃
相
談
室

　

毎
週
水
曜
日

　

８
時
30
分
～
17
時
15
分

　

西
濃
総
合
庁
舎　

４
階
会
議
室

【
受
付
・
お
問
い
合
せ
先
】

　

�

岐
阜
県
パ
ー
ソ
ナ
ル
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ

ン
タ
ー
岐
阜
本
所

　

℡
０
５
８

－

２
６
９

－

３
７
５
７

　

野の

原は
ら

ま
さ
ゑえ

さ
ん（

永
）

　

大
根

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

◇
揖
斐
川
町
ふ
る
さ
と
基
金
へ

　

香こ
う

田だ　

浩ひ
ろ

一か
ず

さ
ん（
名
古
屋
市
）

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

大切な郷土、県民を守るため、あなたも警察官として
大きな夢と希望を持って活躍してみませんか？

■募集期間　4月 3日（水）～ 19日（金）
■受験資格　昭和 57年 4月 2日以降に生まれた方で大学を卒業した方
　　　　　　（平成 26年 3月卒業見込みを含む）
【お問い合せ先】揖斐警察署 警務課　℡ 23－0110（内線 211）
　　　　　　　　お近くの交番や駐在所でも、お問い合せができます。

寿
長
ご

さ
ん

今
月
の

平成25年度 岐阜県警察官募集
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　ネズミモチ（鼠黐）は常緑の低木で、関東南部以西のやや暖地の海岸に自生します。幹は直立し、枝はよく

分枝します。葉には短い柄があり対
たい

生
せい

、卵形で両端が細くなっています。葉の数も多く、人家の生け垣や庭

園樹としてよく利用されています。

　夏頃、枝先に白色の小さい花を多数つけた円錐状の花
か

穂
すい

をつけます。秋から冬にかけて果実が熟します。

小さい長楕円形をした黒
こく

紫
し

色
しょく

で、その形が鼠の糞にそっくりな所から名前がつけられました。葉や幹はモチ

ノキに大変よく似ているので、鼠の糞のような果実をつけるモチノキですから「ネズミモチ」の名前が生ま

れました。

　中国には葉や果実などネズミモチより幾分大きく、しかも果実は丸みがあり、潰しても指をネズミモチの

ように紫に染めません。葉も大きく、しかも脈が透けて見えます。これはトウネズミモチ（唐鼠黐）と称します。

　日本には明治の初期に渡来して庭園や生け垣に利用されているので、日本産のネズミモチと中国産のトウ

ネズミモチの両方が栽培されていることになります。トウネズミモチの中国名は女
じょ

貞
てい

で、その果実を女
じょ

貞
てい

子
し

というので、日本産の果実は和
わ

女
じょ

貞
てい

子
し

であるが、多くの場合トウネズミモチもネズミモチも区別されず女貞

子として薬用に供されています。

　薬用には果実、樹皮、葉を用います。果実は晩秋から冬にかけて黒く熟した果実を採り、水洗いして天日

でよく乾燥します。樹皮や葉は夏に採取して乾燥させて保存します。

　果実は強心、利尿、緩
かん

下
げ

、強壮、強精薬として古くから用いられています。とくに内臓の諸器官を丈夫に

する作用があるとされています。肝臓、腎臓を強くして、精神を安定させ、

精力を旺盛にし腰膝も強くします。また若白髪や月経困難にも効き目があ

ると言われています。

　乾燥した果実（女貞子）5～ 10 グラムを 400 ミリリットルの水で煎じ、

約半量まで煮詰めて１日３回に分けて食間に服用します。また果実酒（女

貞子酒）を作ります。200 グラムの乾燥果実に同量の砂糖を入れ、次いで

ホワイトリカー 1.8 リットルに浸けます。冷暗所で 6か月程度熟成させて

から飲みます。毎日１回、杯に１杯飲みます。強壮、強精の効き目があり

ます。

　樹皮や葉は特に解熱の効果があり、風邪の熱などに利用できます。１日

量は 10 ～ 15 グラムを水４00 ～ 500 ミリリットルにて煎じ、半量まで

煮詰めて１日３回に分けて食間に服用します。

� （岐阜薬科大学名誉教授　水野瑞夫）

 

事
業
主
の
皆
さ
ん
へ

平
成
25
年
４
月
１
日
か
ら「
障
害
者
の
法

定
雇
用
率
」が
引
き
上
げ
に
な
り
ま
す

　

す
べ
て
の
事
業
主
は
、
法
定
雇
用
率
以

上
の
割
合
で
障
害
者
を
雇
用
す
る
義
務
が

あ
り
ま
す
。（
障
害
者
雇
用
率
制
度
）

　

こ
の
法
定
雇
用
率
が
、
平
成
25
年
４
月

１
日
か
ら
次
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

事
業
主
の
皆
さ
ん
は
、
ご
注
意
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

①�

民
間
企
業
の
法
定
雇
用
率
は
現
行
1.8
パ

ー
セ
ン
ト
か
ら
2.0
パ
ー
セ
ン
ト
に
な
り

ま
す
。

②�

障
害
者
を
雇
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

事
業
主
の
範
囲
が
、
従
業
員
56
人
以
上

か
ら
50
人
以
上
に
変
わ
り
ま
す
。
対
象

に
な
る
事
業
主
は
、
毎
年
６
月
１
日
時

点
の
障
害
者
雇
用
状
況
を
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

岐
阜
労
働
局
職
業
対
策
課

　

℡
０
５
８

－

２
４
５

－

１
３
１
４

　

ま
た
は
、
最
寄
り
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

ネズミモチ（モクセイ科）いびがわ　特産品シリーズ


